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１．はじめに 

 

本校では、平成 19 年度より特別支援教育の視点に基づい

た、授業における ICT 活用の方法を探ってきた。平成 22 年

度は諫早市教育委員会の情報（ICT）教育の研究指定、さら

にパナソニック教育財団より研究実践助成を受け、プロジェ

クタと実物投影機およびパソコンといった ICT 機器を活用 

した授業改善に取り組んだ。研究主題を「学びを支える

「人」「環境」「習慣」づくりの提案」副題を「グループ学

習における ICT 機器の活用を通して」と設定し、グループ 

学習における ICT の活用方法を探ることで、グループ間の 

コミュニケーションや、学級全体の情報の共有に ICT を活 

用する学習を取り入れた効果についての検証を試みた。 

年度当初の調査や観察では、教師の目から見て「グループ

内での役割分担や教え合いが不十分で、話し合いの内容に深

まりが見られない。」、生徒自身の意識調査では、「質問や

相談に消極的で、話し合いに入れない生徒もいる。」という

実態が浮かび上がってきた。生徒どうしで行われる意見交換

を通して、課題を正しくつかみ、自分の意見をわかりやすく

伝えるための思考力や表現力が養われると考え、基本的な学

習集団としての学級が親和的でまとまりのある集団に近づく

ことで、生徒の言語活動や知識の活用が活発になると考えた。

また、自ら学んだ知識を活用したり、思考力を深化する段階

に至っていないことを教員が共通理解し、ICT 機器とシンキ

ング・ツールを活用した授業を行うことで、生徒が自分の考

えを発信・発表する際に、どのように伝えればよいのかを吟

味する「他者意識」が芽生えると考えた。 

 

２．研究の目的 
 

研究を充実・発展させるために、２つの柱を設定した。１

点目は、ライフスキルプログラムを実践することで、基本的

な学習集団である学級において学習を阻害する人的要因を極

力取り除き、学習効果の最大化を図る。２点目は、授業の中

に適切な課題を設ける活動を設け、ICT 機器を活用したグル

ープ学習を行う。その際、シンキング・ツールを活用して問

題の解決を図ることを試みることで、生徒の思考力・表現力

の育成を図る。 

 

３．研究の方法 
 

(1) 研究の仮説 

① 集団づくりの仮説 

 ソーシャルスキルトレーニングやグループエンカウンタ

ーを行うことで、学級が「親和的でまとまりのある集

団」になれば、生徒どうしが「教え合い・学び合う」よ

うになるであろう。 

② 授業づくりの仮説 

 ICT 機器を活用することで、教師が「教えて考えさせ

る」ことを意識した授業を行えば、生徒は学習内容や学

習課題が「わかる・できる」ようになるであろう。 

 

(2) 検証の方法 

① 集団づくり 

 Q-U アンケートおよびライフスキルプログラム効果測 

定調査アンケート等の質問紙による評価 
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② 授業づくり 

 ワークショップ型授業研究による授業改善についての評

価 

 

４．研究の内容 
 

(1) 集団づくりに関して 

① ライフスキルプログラムの実施 

 年間 15 時間程度のライフスキルプログラムを総合的な

学習の時間に実施することで、生徒どうし・生徒と教

員・家族・地域住民との間のよりよい人間関係の構築を

支援する。 

② ライフスキル効果測定調査アンケート 

 ４・７・12・２月に実施し、ライフスキルプログラムが

生徒個人に及ぼす影響を把握することで、本校の実態に

応じたライフスキルプログラムの修正を行う。 

③ Q-U アンケート 

 ５・３月に実施し、学級および生徒個人の学級に対する

満足度とソーシャルスキルの習得の度合いを把握し、次

年度の生徒指導および学級経営に反映させる。 

 

(2) 授業づくりに関して 

① ICT を活用してグループ間のコミュニケーションや学

級・学年などの集団全体での情報の共有化を図る活動を

設定した。 

 生徒が学ぶ価値のある（調べる価値のある、練習する価

値のある）課題を設定することに留意し、生徒間のコミ

ュニケーションの機会を増やし、自発的な教え合いや学

び合いの活動を期待してジグソーメソッド等の手法を取

り入れた。 

 また、デジタルカメラやビデオカメラ等を活用した取材

や調査活動と、グループによるプレゼンテーションの共

同作成およびその吟味等の学習活動を行った。 

② シンキング・ツールの活用 

 自分自身の考えを他者に対して表明できるようになるた

めに、アイデアや問題を視覚化し、考えや情報を整理す

るためのシンキング・ツールの活用に取り組んだ。 

 

５．研究の経過 
 

(1) 集団づくりに関して 

次の円グラフは、平成 22 年５月と平成 23 年３月の Q-U

アンケートの結果を示している。 

「学級生活満足群」とは、学級内に自分の居場所があり、

学校生活を意欲的に送っている生徒、「非承認群」とは、い

じめや悪ふざけを受けてはいないが、学級内で認められるこ

とが少ない生徒、「侵害行為認知群」とは、いじめや悪ふざ

けを受けているか、他の生徒とトラブルがある可能性が高い

生徒、「学級生活不満足群」とは、耐えられないいじめや悪

ふざけを受けているか、非常に不安傾向が強い生徒を表して

いる。 

学年によるライフスキルプログラムへの取り組みの差（時

数にして 9 時間程度）があるものの、学級内のルールの定着

が低く、人間関係も希薄な状態の集団から、学級内のルール

が確立されていくことで、少しずつ「親和的でまとまりのあ

る」状態へと移行しつつある。 

 

(2) 授業づくりに関して 

右の２つのグラフは、平成 23 年２月に生徒を対象に実施

したアンケートの集約結果の一部である。 

「ICT に関すること（全学年）」というグラフ中の③の項

目は「説明などがわかりやすくなる」という質問に対する

「４ とてもあてはまる、３ だいたいあてはまる、２ あ

まりあてはまらない、１ ほとんどあてはまらない」という

生徒の割合を示している。

半数の生徒が「とてもあて

はまる」と回答しており、

グループ学習において ICT

を活用してコミュニケーシ

ョンを行う際に、情報を発

信する側よりもそれを受け

取る側にとっての効果が大

きいことがうかがえる。 

「グループ学習に関する

こと（全学年）」というグ

ラフ中の④の項目は「協力

して教え合いや助け合いの

学習ができた」、②の項目

は「他の人の意見をきちん

と理解できた」の項目を示

している。 

グループで協力してプレ

ゼン資料を作成し発表する

という学習活動の結果、資料に対する生徒自身の考えをグル

ープ内で交流することでより理解が深まった様子がうかがえ

る。 

 

６．研究の成果と今後の課題 
 

(1) 研究の成果 

①集団づくりに関して 

ア．より深い生徒理解 教員が生徒を観察して得た情報と、
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生徒が Q-U アンケートに答えた内容に大きな違いはな

く、学級における生徒の満足度の変動から、生徒の抱え

る問題に気づくなど、生徒理解がより深まった。 

イ．同僚意識の高揚 教科の枠を超えて、学年担当全員でラ

イフスキルの指導案を検討することで、共通理解のもと

指導ができるようになった。授業前後の検討・反省やワ

ークシートやパワーポイント資料などの改善を繰り返す

ことを通して、本校生徒の実態に合った指導案を作成す

ることができるようになり、職員間の協力体制がより充

実してきた。 

②授業づくりに関して 

ア．発表とその吟味を通した思考力や表現力の高まり 

 自分の考えを他者に伝える際に、どのような資料を使え

ばよいか、その資料をどのように提示すればわかりやす

くなるかについての生徒自身の理解が深まった。 

イ．シンキング・ツールの定義の拡大 

 イメージマップ・分析表（PMI）、P&S シートなどのシ 

ンキング・ツールを実際の授業での使用を試みた。学習

者の理解を助けるためのワークシート等を広義でのシン

キング・ツールととらえ直すことで、教員が思考力や表

現力の育成を日常的に意識するようになった。 

 

(2) 研究の課題 

①集団づくりに関して 

ア．ライフスキルプログラムを実施する時間の保障 

 ライフスキルプログラムの内容の精選と実施時期の検討 

イ．研修の充実 

 ライフスキルプログラムの実施には、専属講師による２

日間のワークショップに参加し、プログラムのユースウ

ェアを身につける必要がある。毎年メンバーが入れ替わ

る公立中学校では、校内および校外での職員研修のあり

方を考える必要がある。 

②授業づくりに関して 

ア．グループ学習のあり方 

 話し合いの目的、役割分担、メンバー構成、話し合いの

進め方など、教科の壁を越えたルール作りの必要性を感

じた。その際、ライフスキルの手法が参考になるだろう。 

イ．生徒に ICT の活用方法を考えさせること 

 プロジェクタと実物投影機は生徒にも活用しやすい ICT

機器であると考えられる。さまざまな教師の活用例は紹

介されているが、生徒の活用例を今後蓄積していくこと

で、生徒による ICT 活用がさらに進むものと考える。 

 

７．おわりに 
 

電子黒板や生徒一人ひとりに PC 端末を使った実践が公開

されるようになったが、本校はようやくプロジェクタと実物

投影機が普通教室に配備されたところである。本校から転勤

していった教員の中には、生まれて初めてプロジェクタや実

物投影機を自分の授業で使ったという教員もいる。教室の備

品の一部となりつつある ICT 機器を教員と生徒がどれぐら 

い使いこなしていけるか、本校における ICT 活用の「定 

着」と「普及」は始まったばかりである。 
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